
広　 報 へ　 き

お
知
ら
せ

ひ
ろ
ば

夏休み始まる

家
出
人
を
搜
す

相
談
所
開
設

あ
な
た
の
ご
家
族
や
知
人
で
、
家
出

を
し
た
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
ま
ま
、

そ
の
所
在
や
生
死
が
判
ら
ず
お
困
り
の

方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
警
察
で
は
、
八

月
中
、
警
察
本
部
と
警
察
署
に
「
家
出

人
を
搜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
て
、
皆

さ
ん
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

〟
家
出
人
な
ど
に
つ
い
て
、
す
で
に
届

け
て
お
ら
れ
る
方
、
届
出
を
た
め
ら
っ

て
お
ら
れ
る
方
〟
　

皆
さ
ん
の
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

ま
た
費
用
は
一
切
不
要
で
す
の
で
、
遠

慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

夏
の
交
通
安
全
運
動

７
月
2
6日
～
８
月
４
日

山
口
県
で
は
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
取

り
組
ん
だ
交
通
事
故
防
止
作
戦
に
よ
っ

て
、
昨
年
つ
い
に
V
1
0（
交
通
事
故
死

者
十
年
連
続
減
少
記
録
）
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
に
入
っ

て
死
亡
事
故
が
続
発
し
て
お
り
、
死
亡

者
数
は
六
月
二
十
日
現
在
、
七
十
八
人

と
な
り
、
昨
年
同
期
の
六
十
八
人
よ
り

十
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
死
亡
事
故

減
少
十
一
年
連
続
達
成
に
赤
信
号
が
と

も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
、

例
年
交
通
事
故
が
多
発
す
る
夏
場
に
か

け
て
、
夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
歩
行
者

も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
交
通
事
故

の
な
い
郷
土
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

山
口
県
警
察
官

の
募
集

山
口
県
警
察
で
は
、
昭
和
五
十
五
年

度
第
二
回
の
警
察
官
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
試
験
日
程
　
七
月
一
四
日
～
九
月

十
三
日
ま
で

◎
第
一
次
試
験
　
十
月
五
日
（
日
）

◎
第
二
次
試
験
　
十
一
月
中
旬

◎
最
終
合
格
発
表
　
十
二
月
中
旬

◎
試
験
場
　
県
警
察
学
校
及
び
萩
・
下

関
・
宇
部
・
岩
国
・
徳
山
の
各
警
察

署

二
、
採
用
予
定
人
員
　
約
八
〇
名
（
A

B
各
四
〇
名
）

三
、
資
格

◎
学
歴
　
警
察
官
Ａ
　
大
学
（
短
大
を

除
く
）
の
卒
業
者
又
は
昭
和
五
十
六

年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

警
察
官
Ｂ
　
前
記
以
外
の
者
。

◎
年
齢
　
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

出
生
し
た
男
子
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
警
察
署
警
務
係

か
最
寄
り
の
駐
派
出
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
定

期
巡
回
相
談

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た

方
や
家
族
の
か
た
が
た
が
抱
え
て
お
ら

れ
る
心
配
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
、
こ

れ
ら
の
解
決
に
つ
い
て
指
導
、
助
言
を

行
う
た
め
、
県
で
は
左
記
に
よ
り
巡
回

相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
日
時
　
毎
月
第
三
水
曜
日

◎
場
所
　
長
門
市
役
所

国
鉄
ダ
イ
ヤ
の
改
正

十
月
一
日
か
ら

新
幹
線
三
原
～
博
多
聞
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
あ
わ
せ
て
、
山
陽
本
線
・
山

陰
本
線
・
仙
崎
線
・
美
祢
線
の
時
刻
も

改
正
し
、
ご
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
と

な
り
ま
す
。

高額所得者ベスト10
昭 和54 年 度

昭和55年度、個人町・県民税の基礎となる昭和54年分の
所得金額で町内高額所得者のベスト10は、次の方々です。

順 位 部 落 氏　　 名 所 得 金 額 職　　 業

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

原 小 路

畑　 下

新　 町

黄 波 戸

亀　 山

中　 村

古 市 上

原 小 路

椋 木 英 夫

西　 晃 孝

江 原 隆 治

肯 岡 勇 一

佐 藤 龍 男

藤 田 忠 義

古 川　 教

瀬 川 義 輔

和 田 博 範

大 下 義 夫

千円25, 482

19, 736

16, 802

10, 614

10, 336

9, 739

9, 177

8, 873

7, 621

7, 478

医　 師

会 社 員

税 理 士

歯科 医

旅 館 業

建 築 設 計 士

無　 職

会 社 役 員

歯科 医

会 社 社長

ありがとう

ございます

社 会 福 祉 協 議 会

五
十
五
年
五
月
十
六
日
よ
り
五
十
五

年
六
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
次
の
方
々

よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
の
資
金
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
寄
付
の
趣
意
に

十
分
そ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
芳
志

に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

池
田
美
代
子
（
新
町
）

山
本
　
貞
夫
（
狩
宿
丿

沖
村
　
　
昭
（
古
市
下
）

◆
見
舞
返
し

金
田
　
輝
子
（
新
市
）

沖
田
　
新
作
（
大
内
山
下
）

好
本
　
寿
幸
（
黄
波
戸
）

福
永
　
サ
ト
（
黄
波
戸
）

◆
篤
志
寄
付

一
老
人
　
一
件

匿
　
名
　
一
件

く
わ
し
く
は
長
門
古
市
駅
へ

山　 陰　 本　 線

長門 古市 発 長 門 市 着

現 ．行 ( 6: 15 着)
6: 24 6: 37

改正 後 6: 24 6: 37
現　 行 8: 59 ９： １２
改 正 後 8: 50 9: 03

長 門 市 発 長 門 古 市 着

現　 行 18 :  45 １９ ： ０１

改正 後 １７ ： ５１ 18 :  08
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